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(１) 教育・保育施設の利用定員の設定について（審議案件） 

幼稚園型認定こども園 1 施設について、令和５年 4 月 1 日に事業を開始する申請があり、基

準に適合していることを確認しています。 

 

1) 認定こども園広島天使幼稚園 

施設種別 幼稚園型認定こども園 法人名 学校法人北海道カトリック学園 

位置 北広島市中央４丁目５番地２ 代表者 理事長 勝谷 太治 

 

① 申請利用定員                 単位：人 

区分 年齢 申請前 申請後 増加数 

１号認定 

5 歳児 １4 12 △2 

4 歳児 27 12 △15 

3 歳児 19 11 △8 

２号認定 

5 歳児 0 7 7 

4 歳児 0 7 7 

3 歳児 0 6 6 

３号認定 

2 歳児 0 0 0 

1 歳児 0 0 0 

0 歳児 0 0 0 

合計 60 55 △5 

 

② 学級編制 

※1 保育を受ける 2 号認定の園児も、昼間は 1号認定の園児と共に教育を受けるため、学

級編制は 1号認定と 2号認定の園児を対象とする。 

※2 国基準の１学級の園児数は 35人以下となっている。 

                              単位：人 

年齢区分 園児数 学級数 1 学級当たり園児数 確認結果 

3 歳児 17 1 17 ○ 

4 歳児 19 1 19 ○ 

5 歳児 19 1 19 ○ 

合計 55 3 

 

③ 設備基準の確認 

※1 乳児室・ほふく室の道基準面積は、乳児室を利用するほふくしない園児1人当たり

1.98㎡、ほふく室を利用するほふくする園児1人当たり3.30㎡となっている。 

また、国の通知(H23.10.28雇児発１０２８第１号）において、１歳児にあって

は、そのほとんどがほふくをする子どもで、0歳児にあっては、満１歳に達する以前にほ

ふくをするに至る子どもが相当数みられるとされているため、乳児室及びほふく室の面 
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積を合算し、すべての0～1歳児を基準面積の大きいほふくする園児とみなし確認した。 

※2 保育室・遊戯室の道基準面積は、満 2 歳以上の園児 1人当たり 1.98 ㎡となっている

ため、年度途中で満 2歳となる 1歳児以上の園児数で確認した。  

※3 園舎の道基準面積は、満 3 歳(3 歳児)未満の園児に対する乳児室、ほふく室、保育室

又は遊戯室の基準面積と「320 ㎡＋(100 ㎡×学級数－2」で得た面積を合算した面積

となっている。  

※4  園庭の道基準面積は、「満 3 歳(2歳児)以上の園児数×3.30㎡」か「400＋80×(学

級数－3)」のいずれか大きい面積と「満 2 歳(1 歳児)以上満 3 歳(3 歳児)未満の園児数

×3.30 ㎡」で得た面積を合算した面積となっている。 

 申請内容 国基準 
確認 

結果 設備区分 
設備面積 

(㎡) 

対象園 

児数(人) 

1 人当たり 

面積(㎡) 
面積(㎡) 

※1 乳児室・ほふく室 0.00 0 3.30 0.00 ○ 

※2 保育室・遊戯室 416.30 55 1.98  108.90 ○ 

※3 園舎 862.89   420.00 ○ 

※4 園庭 1,216.20    400.00 ○ 

 

④ 保育教諭配置基準の確認 

※１ 道基準では、保育教諭 1 人あたり児童数が定められているほか、3 歳児以上について

は、1 学級につき最低 1人配置しなければならないと定められているため、それぞれの

算出結果を比較し、多い方を基準配置保育教諭数とした。 

※2 保育教諭 1 人当たり児童数は、市独自基準で加配を行っているため、1 号認定と 2号

認定の児童数を合算し、市の基準で算出した。(年齢別に小数点第2位以下を切り捨てし、

合計を小数点以下四捨五入する。) 

年齢 

区分 

申請 国・市基準 

児童数 
1 人当たり 

児童数 
算出結果 学級数 基準配置数 

0 歳児 0 3 0.00  0.00 

1 歳時 0 4.5 0.00  0.00 

2 歳児 0 6 0.00  0.00 

3 歳児 17 18.00 0.90 1 1.00 

4 歳児 19 27.00 0.70 1 1.00 

5 歳児 19 27.00 0.70 1 1.00 

合計 55  2.30 3 3.00 

 

 

 

申請配置数 基準配置数 確認結果 

11.6 3 ○ 

単位：人 
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（参考）運営予定内容 

開所時間等について 

 １号認定 

(教育標準時間) 

２号認定 

(保育標準時間) 

２号認定 

(保育短時間) 

平日 8：30～14：00 7：30～18：30 8：30～16：30 

土曜日  7：30～18：30 8：30～16：30 

休園日 日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3） 

 

その他実施内容 

一時預かり(幼稚園型) ７時から 19時まで 

延長保育 7 時から 19時まで 

特別支援教育・保育 

 

＜参考＞ 

幼稚園及び保育所が認定こども園に移行する場合における需給調整に係る特例措置の再周知について（依頼）（抜粋） 

（平成 25 年 12 月 18 日内閣府子ども・子育て支援新制度施行準備室事務連絡） 

 

本特例措置の内容は、①幼稚園が幼保連携型認定こども園、幼稚園型認定こども園に移行する場合②保育所が幼保連携型認定こども

園、保育所型認定こども園に移行する場合のいずれの場合においても、都道府県は、地域における教育・保育施設の定員総数が、「現

在の利用状況」に「利用希望」を踏まえて設定した「量の見込み」に「都道府県計画で定める数」を加えた数に達するまでは、認可・

認定しなければならないこととするものです。また、「都道府県計画で定める数」の設定に当たっては、認定こども園への移行を促進

するため、認定こども園、幼稚園、保育所等の利用状況や認定こども園への移行の希望に十分配慮し、幼稚園、保育所の認定こども園

への移行に関する意向等を踏まえて設定するものです。 

その趣旨は、認定こども園が幼稚園と保育所の機能を併せ持ち、保護者の就労状況の変化等によらずに柔軟に子どもを受け入れられる

施設であることを踏まえ、認定こども園への移行を希望する幼稚園・保育所があれば、認可・認定基準を満たす限り、認可・認定を行

えるようにするというものです。 

つまり、供給過剰地域においても、認可・認定を可能とすることを前提としつつ、適切な需給状況が確保されるよう、既存施設の現在

の利用状況等を勘案し、地方版子ども・子育て会議における議論等により透明性を確保した上で、「都道府県計画で定める数」を設定

し、その範囲内で認可・認定を行っていただくこととするものです。 

したがって、「都道府県計画で定める数」については、供給過剰地域においても認可・認定を可能とすることを前提とするものである

ことから、当該数は、少なくとも「供給量－需要量」を上回る数を設定していただく必要があるものであり、当該上回る数について

は、認定こども園、幼稚園、保育所等の利用状況や認定こども園への移行の希望などを踏まえ、地方版子ども・子育て会議における議

論等を行っていただいた上で、各地域の実情に応じた具体的な数を設定していただくことになることにご留意ください。 
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(２) 教育・保育施設の利用定員の変更について（報告案件） 

認可保育所 1 施設と幼保連携型認定こども園 2 施設について、令和５年 4 月 1 日から保育定

員を変更する申請があり、基準に適合していることを確認しています。 

 

1) 大曲はだかんぼ保育園 

施設種別 認可保育所 法人名 社会福祉法人広島未来の会 

位置 北広島市大曲柏葉 1 丁目 2 番地 5 代表者 理事長 山家 克子 

 

① 申請利用定員                        単位：人 

区分 0 歳児 1 歳児 2 歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

変更前 9 10 11 18 26 26 100 

変更後 9 13 15 15 18 20 90 

増人数 0 3 4 △3 △8 △6 △10 

 

② 設備基準の確認 

※1 乳児室・ほふく室の道基準面積は、乳児室を利用するほふくしない児童1人当たり

165㎡、ほふく室を利用するほふくする児童1人当たり3.30㎡となっている。 

 また、国の通知(H23.10.28雇児発1028第1号）において、１歳児にあっては、そ

のほとんどがほふくをする子どもで、0歳児にあっては、満１歳に達する以前にほふく

をするに至る子どもが相当数みられるとされているため、乳児室及びほふく室の面積を

合算し、すべての0～1歳児を基準面積の大きいほふくする児童とみなし確認した。 

※2 保育室・遊戯室の道基準面積は、満2歳以上の児童1人当たり1.98㎡となっているた

め、年度途中で満2歳となる1歳児以上の児童数で確認した。 

※3 屋外遊技場の道基準面積は、満2歳以上の児童1人当たり3.3㎡となっているため、年

度途中で満2歳となる1歳児以上の児童数で確認した。 

区分 

申請内容 国基準 
確認 

結果 設備面積 

(㎡) 

対象児童数 

(人) 

1 人当たり 

面積(㎡) 
面積(㎡) 

乳児室・ほふく室 89.80 22 3.30 72.60 ○ 

保育室・遊戯室 300.60 81 1.98 160.38 ○ 

屋外遊技場 1,462.00 81 3.30 267.30 ○ 
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③ 保育士配置基準の確認  

保育士 1 人当たり児童数については、市独自基準で加配を行っているため、市の基準で算

出した。(年齢別に小数点第 2 位以下を切り捨てし、合計を小数点以下四捨五入する。) 

                     単位：人 

年齢 

区分 

申請内容 市基準 

利用定員 
1 人当たり 

児童数 
基準配置数 

0 歳児 9 3.00 3.00 

1 歳児 13 4.50 2.80 

2 歳児 15 6.00 2.50 

3 歳児 15 18.00 0.80 

4 歳児 18 27.00 0.60 

5 歳児 20 27.00 0.70 

合計 90  10.00 

 

申請配置数 基準配置数 確認結果 

15 10 ○ 
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２) 認定こども園北広島わかば幼稚園 

施設種別 幼保連携型認定こども園 法人名 学校法人明石学園 

位置 北広島市若葉町 3丁目 11 番地 代表者 理事長 室橋 克己 

 

ア 申請利用定員                単位：人 

区分 年齢 変更前 変更後 増加数 

１号認定 

5 歳児 30 20 △10 

4 歳児 30 20 △10 

3 歳児 30 20 △10 

２号認定 

5 歳児 4 12 8 

4 歳児 4 11 7 

3 歳児 3 11 8 

３号認定 

2 歳児 20 7 △13 

1 歳児 13 6 △7 

0 歳児 6 3 △3 

合計 140 110 △30 

 

イ 学級編制 

※１ 学級編制は１号認定と２号認定の児童を対象とする。 

※２ 道基準の１学級の児童数は 35人以下となっている。 

                        単位：人 

年齢区分 児童数 学級数 1 学級当たり児童数 確認結果 

５歳児 31 2 16.00 ○ 

４歳児 31 1 31.00 ○ 

３歳児 32 1 32.00 ○ 

合計 94 4 

 

ウ 設備基準の確認 

※1 乳児室・ほふく室の道基準面積は、乳児室を利用するほふくしない園児1人当たり

1.98㎡、ほふく室を利用するほふくする園児1人当たり3.30㎡となっている。 

また、国の通知(H23.10.28雇児発１０２８第１号）において、１歳児にあって

は、そのほとんどがほふくをする子どもで、0歳児にあっては、満１歳に達する以前にほ

ふくをするに至る子どもが相当数みられるとされているため、乳児室及びほふく室の面 

積を合算し、すべての0～1歳児を基準面積の大きいほふくする園児とみなし確認した。 

※2 保育室・遊戯室の道基準面積は、満 2 歳以上の園児 1人当たり 1.98 ㎡となっている

ため、年度途中で満 2歳となる 1歳児以上の園児数で確認した。  

※3 園舎の道基準面積は、満 3 歳(3 歳児)未満の園児に対する乳児室、ほふく室、保育室

又は遊戯室の基準面積と「320 ㎡＋(100 ㎡×学級数－2」で得た面積を合算した面積
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となっている。  

※4  園庭の道基準面積は、「満 3 歳(2歳児)以上の園児数×3.30㎡」か「400＋80×(学

級数－3)」のいずれか大きい面積と「満 2 歳(1 歳児)以上満 3 歳(3 歳児)未満の園児数

×3.30 ㎡」で得た面積を合算した面積となっている。 

 申請内容 道基準 
確認 

結果 設備区分 
設備面積 

(㎡) 

対象児童

数(人) 

1 人当たり 

面積(㎡) 
面積(㎡) 

乳児室・ほふく室 ※1 

（0～1 歳児クラス） 
74.41 9 3.30 29.70 ○ 

保育室・遊戯室 ※2 

（2～5 歳児クラス） 
526.63 107 1.98 211.86 ○ 

園舎 ※3 947.87   875.44 ○ 

園庭 ※4 1200.00   762.90 ○ 

 

エ 保育教諭配置基準の確認 

※１ 道基準では、保育教諭 1 人あたり児童数が定められているほか、3 歳児以上について

は、1 学級につき最低 1人配置しなければならないと定められているため、それぞれの

算出結果を比較し、多い方を基準配置保育教諭数とした。 

※2 保育教諭 1 人当たり児童数は、市独自基準で加配を行っているため、1 号認定と 2号

認定の児童数を合算し、市の基準で算出した。(年齢別に小数点第2位以下を切り捨てし、

合計を小数点以下四捨五入する。) 

                                 単位：人 

年齢 

区分 

申請 国・市基準 

児童数 
1 人当たり 

児童数 
算出結果 学級数 基準配置数 

0 歳児 3 3 1.00  1.00 

1 歳時 6 4.5 1.30  1.30 

2 歳児 7 6 1.10  1.10 

3 歳児 31 18.00 1.70 1 1.70 

4 歳児 31 27.00 1.10 1 1.10 

5 歳児 32 27.00 1.10 2 2.00 

合計 110  7.30 4 8.20 

 

 

 

 

 

申請配置数 基準配置数 確認結果 

10.４ 8.2 ○ 
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３) 大谷むつみ認定こども園 

施設種別 幼保連携型認定こども園 法人名 学校法人広島大谷学園 

位置 北広島市大曲柏葉 2 丁目 14 番地 5 代表者 理事長 高瀬 一法 

 

ア 申請利用定員                単位：人 

区分 年齢 変更前 変更後 増加数 

１号認定 

5 歳児 3 5 2 

4 歳児 3 5 2 

3 歳児 4 5 1 

２号認定 

5 歳児 14 14 0 

4 歳児 13 13 0 

3 歳児 13 13 0 

３号認定 

2 歳児 12 12 0 

1 歳児 9 9 0 

0 歳児 9 9 0 

合計 80 85 5 

 

イ 学級編制 

※１ 学級編制は１号認定と２号認定の児童を対象とする。 

※２ 道基準の１学級の児童数は 35人以下となっている。 

                        単位：人 

年齢区分 児童数 学級数 1 学級当たり児童数 確認結果 

５歳児 19 2 9.50 ○ 

４歳児 18 2 9.00 ○ 

３歳児 18 2 9.00 ○ 

合計 55 6 

 

ウ 設備基準の確認 

※1 乳児室・ほふく室の道基準面積は、乳児室を利用するほふくしない園児1人当たり

1.98㎡、ほふく室を利用するほふくする園児1人当たり3.30㎡となっている。 

また、国の通知(H23.10.28雇児発１０２８第１号）において、１歳児にあって

は、そのほとんどがほふくをする子どもで、0歳児にあっては、満１歳に達する以前にほ

ふくをするに至る子どもが相当数みられるとされているため、乳児室及びほふく室の面 

積を合算し、すべての0～1歳児を基準面積の大きいほふくする園児とみなし確認した。 

※2 保育室・遊戯室の道基準面積は、満 2 歳以上の園児 1人当たり 1.98 ㎡となっている

ため、年度途中で満 2歳となる 1歳児以上の園児数で確認した。  
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※3 園舎の道基準面積は、満 3 歳(3 歳児)未満の園児に対する乳児室、ほふく室、保育室

又は遊戯室の基準面積と「320 ㎡＋(100 ㎡×学級数－2」で得た面積を合算した面積

となっている。  

※4  園庭の道基準面積は、「満 3 歳(2歳児)以上の園児数×3.30㎡」か「400＋80×(学

級数－3)」のいずれか大きい面積と「満 2 歳(1 歳児)以上満 3 歳(3 歳児)未満の園児数

×3.30 ㎡」で得た面積を合算した面積となっている。 

 申請内容 道基準 
確認 

結果 設備区分 
設備面積 

(㎡) 

対象児童

数(人) 

1 人当たり 

面積(㎡) 
面積(㎡) 

乳児室・ほふく室 ※1 

（0～1 歳児クラス） 
93.00 18 3.30 59.40 ○ 

保育室・遊戯室 ※2 

（2～5 歳児クラス） 
285.00 76 1.98 150.48 ○ 

園舎 ※3 867.95   820.98 ○ 

園庭 ※4 772.00   709.30 ○ 

 

エ 保育教諭配置基準の確認 

※１ 道基準では、保育教諭 1 人あたり児童数が定められているほか、3 歳児以上について

は、1 学級につき最低 1人配置しなければならないと定められているため、それぞれの

算出結果を比較し、多い方を基準配置保育教諭数とした。 

※2 保育教諭 1 人当たり児童数は、市独自基準で加配を行っているため、1 号認定と 2号

認定の児童数を合算し、市の基準で算出した。(年齢別に小数点第2位以下を切り捨てし、

合計を小数点以下四捨五入する。) 

                                 単位：人 

年齢 

区分 

申請 国・市基準 

児童数 
1 人当たり 

児童数 
算出結果 学級数 基準配置数 

0 歳児 9 3 3.00  3.00 

1 歳時 9 4.5 2.00  2.00 

2 歳児 12 6 2.00  2.00 

3 歳児 18 18.00 1.00 2 2.00 

4 歳児 18 27.00 0.60 2 2.00 

5 歳児 19 27.00 0.70 2 2.00 

合計 85  9.30 6 13.00 

 

 

 

申請配置数 基準配置数 確認結果 

17 13 ○ 
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＜参考＞ 

子ども・子育て支援法に基づく教育・保育給付認定等並びに特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業者の確認に係る留意事項等について（抜粋） 

（平成 26 年 9 月 10 日 府政共生第 859 号・26 文科初第 651 号・雇児発 0910 第 2 号） 

（最終改正 令和 4 年 3 月 23 日） 

第３ 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業者の確認等に係る事務 

１ 特定教育・保育施設の確認 

（１）利用定員（法第 31 条第 1 項、運営基準第 4 条） 

エ 利用定員と認可定員との関係 

（ア）実際の利用者数が恒常的に認可定員を下回る状況にある施設については、当該認可定員にかかわらず、実際の利用者数及び

今後の見込み等を勘案して、当該施設の利用定員を定めること。なお、この場合において、認可定員を利用定員に合わせて減少

させる必要はないこと。 

（イ）実際の利用者数が認可定員を超える状況にある施設については、当該認可定員の範囲内で利用定員を設定することが原則で

あることから、認可権者において、認可基準を満たすように必要な指導監督を行うとともに、利用実態に応じた認可定員に変更

することが必要である。 

オ 利用定員を超える受入れ 

（イ）特定教育・保育施設は、運営基準第 22 条ただし書に掲げる場合には、その利用定員を超えて特定教育・保育の提供を行う

ことができるが、その場合であっても、実際の利用者数が当該利用定員を恒常的に上回っているときは、当該利用定員を適切に

見直し、法第32 条の規定による確認の変更を行う必要があること。 

（ウ）連続する過去一定年度間（幼稚園及び認定こども園（1 号認定）にあっては 2 年間、保育所及び認定こども園（2・3 号認

定）にあっては 5 年間）常に実際の利用者数が利用定員を超えており、かつ、各年度の年間平均の利用率が 120％以上の場合

であって、（イ）の見直しが行われないときは、法に基づく給付費を減算する等の措置を講ずること。 

 

 


